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長約 4，5km ， 高度差 500　m 以上 に 及 ぶ 典型的な山
腹割れ 目噴火で あ っ た．110個以上 の 火 口 が 山頂側
で は NE −SW に ， 海岸付近で は N −S に ，全体と
し て 西 に 凸 の 弧状 に 並 び （細 か くは や や 食 い ち が う
10 本 の 配列か ら成 る），海抜 70m 以上 で は溶岩噴
泉活動 を 、そ れ 以下 で は マ グ マ 水蒸気爆発を 主 と し
た ，溶岩 は 主 に 火 口 西側 に 流 出，ス コ リア は東方 に
降下 し た．噴泉列東側近傍 に は 高 さ 35m ま で の 火
砕丘 列を生 じ，そ の 火 口 側斜面 に は 一般 に 滑落崖 が
発達する．爆発火 口周辺 に は 径 4m に 及ぶ 巨大岩塊
が 堆積，新鼻沖 に は 外径 400m ，海抜 20m の タ フ
リソ グ を 生 じた ．火P 列は 15 の 火 口 群に 区分され ，
山頂側か ら海側 へ A 〜K （噴泉活 動 を 主 と した 11
群）， P 〜S （v グ マ 水蒸気爆発を主 と した 4群） の
順 で あ る （荒牧 ・曾屋 ・大島の 合議 に よ る ）．噴火翌
目上空 か ら，S 火 m 南海上 に 1 列 に 並 ぶ 5 本 の 海中
噴気上昇が 確認 され，“ T ” 火 n 群ま で 数 え る こ と も
で き る．A 〜E 中部 （約 1．3km ）は 旧 カ ル デ ラ 内，
E 南部〜S （T ） は カ ル デ ラ 外の 古期外輪山斜面或
は そ れ を お お う過去 の 火砕 丘 上 ｝こ あ る ．噴火開始点
は 噴火割れ 目と旧 カ ル デ ラ 縁 との ほ ぼ交点 （恐 ら く
E ・・ 火 口 ．火 口名 は 各群 ご とに 北 か ら順 に 数え る ）
に 当 る．噴泉火 口 の 表面径 は 2m 弱か ら 60m ， 開
口 位置 の 地質に も大 ぎく依存し，溶岩上 で は 小，火
砕岩層 上 で 大 の 傾向 を 示す．旧 カ ル デ ラ 内 の 火 口 は
一般 に 径 10m 以下， カ ル デ ラ 外よ り小型 で しか
も密 に 配列 し，カ ル デ ラ 内外 の 地質構造差を 反映す
る．マ グ マ 水蒸気爆発に よ る火 口 は径 150m ， 深さ
60〜40m 程 で あ る ．噴泉に 発 し た 溶岩 は 旧 カ ル デ
ラ の 地 形に強 く支配 され て西 〜南麓に流下 し た．主
流 は 阿古 ・錆 ケ 浜 ・南風平 ・粟辺 に 向 っ た 4 条 で ，
各R カ ル デ ラ 内B 南半〜E 北半 （Blo〜E6）火 口 ・カ
ル デ ラ 内外 に わ た る E 南半〜F 北端 （Er〜F ・）火
口 。中腹 の H ・ 火 口 ・H 南部〜K 火 口 群 に 発する．
カ ル デ ラ 内に 流出 した溶岩は 西側低部 へ 拡が り， カ
ル デ ラ 壁 に ア バ ッ トの1後，そ の 低所 か ら 西 麓へ 盗
流，阿古 で は 民家多数を埋没 した ，H 〜K 火 口 群か
ら合 して南流 した 溶岩 は粟辺 で海に達 して い る ．火
口 か らの 流下距離 200m 以下 の 小溶岩 は A 〜R 火
口 群に 少 くとも 10 条，過去の 火 口 を 埋 め て 生 じた
小溶岩湖 もあ る．溶岩は殆どア ア 溶岩である．
　 4，三 宅島火山 1983 年噴出物
　　　　地 質調　曾屋龍典 。 宇都浩三 ・須藤　茂
　　 T ．Soya，　K 　Uto　and 　S。　Suto ： Lava 　flow　of
　　　 the 　1983　eruption 　of　Miyakejima　Volcano．
　 1983年 10 月 3 目午後 3時 15〜20 分に ， 雄山の
南西山腹で 噴火が始ま っ た ．噴火 は，延長 お よそ 5
km の 割れ 目噴火 で ，溶岩噴泉 と溶岩 を 流出 した が
’
海岸近 くの 割れ 目で は ，マ グ マ 水蒸気爆発を起 こ し
た ．噴火活動 は ，お よ そ 15 時間 で 終息 した が ，10
月 4，5 日 の 現地 調査で は ，溶岩は 重力 に よ り下方
に 移動 して い た ．10 月 4 日 11 時頃に 撮影 した 斜空
中写 真 とそ の 後 の 写 真の 比較に よ っ て ，阿古地区 の
阿 古中学校付近 で は ，10 月 4 日以降 も溶岩が前進
した こ とが 確認 され た ．
　 今回流出 した 溶岩 は ，ア ア 溶岩 で ，垂直空中写真
か らそ の 表面構造 を読み と る こ とが で きる．溶岩 じ
わ は ，阿古地区 や粟辺地区等 の 溶岩流 は末端部で 認
め られ る ，谷地 形 に 沿 っ て 流下 し各地 形 の 傾斜 の 一
様な中流部 で は ，溶岩条溝が顕著で谷地形に ほ ぼ平
行 し て い る が ，谷が 曲 る所 や 多数 の 火 口 群か ら流下
した 溶岩流が集 ま る 村営牧場 の 南西付近 で は ， 溶岩
条溝 は 離合集散 し網状 と な っ て い る．溶岩 堤 防 は そ
れ ほ ど顕著 で な い が ，村営牧場 の 南西付近 で は，溶
岩表面 よ り 1．5m 程高 い ．
　斜面 の 傾斜 の 急 な 所 で は ，溶岩流の 上流側 に 凸 な
割れ 目が発達する ，こ れ は ，火 口 群か らの 溶岩 の 供
給が 終止 し，冷却 が 始 ま り粘性が 増 しつ つ あ る時
に，溶岩自体 の 重力 に よ る下方へ の 移動に よ っ て生
じた 張 力割 れ 目で あ る ．斜面 の 傾斜，溶岩 の 粘性な
どに よ っ て ，単純 な張力割れ 目か ら，張力割れ 目 と
割 れ 目に よ っ て 生 じた 溶岩塊 の 塑性変形 を 伴 っ た も
の まで 種 々 の 形態を呈す る．ま た 溶岩表面か らあ る
深さの 面を滑 り面と して下流側の 上半部が大きく変
位 し，長 さ 1〜 数 m の ク ラ ッ ク が 生 じる こ とが あ
る．こ の 時 に 新 た に 露出 した 溶岩の 下半部の 表面 に
も細 か い 張 力 割れ 目が 発達す る ．
　5．1983年 三 宅島噴火の テ フ ラ層位学的研究
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工工一leotronio 　 ibra y 　
Volcanological Society of Japan
NII-Electronic Library Service
▽ loanologioal 　 ooiety 　f 　 apan
講　　演　　要　　旨
　 1983年 10 月三 宅島噴火 の経緯を テ フ ラ層位学的
手法 に 基 い て 検討 した ．種 々 の テ フ ラ が 降下 し た 割
れ 目火 口 群 （P か らZ ま で ： 荒牧他 の A 〜K ） の 東
側 お よ び ，新澪 ・新鼻火 口 群 （A 〜D ： 荒牧他 の P 〜
S）周辺 に お い て約 300 の ピ ッ ト を試掘し ， P 火 口
か らD 火 口 に 至 る各火 口 か ら噴出 した 火砕物間の 層
位関係，こ れ らと割れ 目火 口や溶岩流 の 形成 ・流出
時期 との 関係を明らか に し、噴火当日の 観察記録 と
対応さ せ る こ とを 試 み た．そ の 結果 よ り，こ の 噴火
は 3 つ の 特徴 を 異 に す る 活動期 に 分け られ る．第 1
期は割れ 目噴火 に よ っ て 特徴づ け られ，次男山西斜
面 の T 火 口 か らの ス コ リア （T −1 層，15：15 頃と推
定）放出 に 始 ま り，QRST 火 口 群 の 溶岩と火砕 丘 を
形成 した 粗粒 ス コ リ ア （T −2〜4， QRS −2） の 噴出
が続 き，発泡 の 良 い 三 池 ス コ リ ア （QRS −3，三 池 に
i5；35 降下）の 放 出 と と もに 噴火 は 下火に 向 っ た．
割れ 目火 口 は 南 に 新澪付近 ま で 波及 し，X か らの 溶
岩流出 と UWX で の 火砕丘 形成が 始 ま っ た ，第 2
期 は 新澪 ・新鼻火 口 群で の マ グ マ 水蒸気爆発 に よ っ
て 特徴づ け られ ， 新澪 A 火 口 か ら の S−2 ス コ リア 層
の 放出 （16：40）に 始 ま る．cock ’stail　jetsの 噴出物
（S−3，S−4 層），explosion 　breccia（S−6 層），新鼻D
火 口 の サ ージ堆積物 （N −2 層）が こ の 期 の 性格 を最
も良 く表現す る．山腹 で は 特 に YZ 火砕丘 の 形成や
降下 ス コ リ ア の 放出が生 じた．第 3期 は 終息期に 当
り，新鼻 C 火 口 か ら の N −4 ス コ リ ア 層 （21：40 頃推
定）を除 くと，極め て小規模な火山灰 ， ス コ リ ア ，
火山弾の 降下が U 〜C 火 口 で 生 じ，D 火 口 が再活
動 し N −6 層 （サ ージ ．23 ：10）が堆積 した．こ の 噴
火に よる 火砕物 の 総噴 出量 は 約 1500万 t と見積ら
れ る．
　6．1983年 三 宅島噴火に み られ る砕屑丘 の 山体崩
　　 壊と二 次流動現 象
　　　　　　　日大 ・文理 千葉達朗 ・宮地 直道
　　T ．　Chiba　and 　N ．　Miyaji ：Collapse　and 　rafting
　　　of　pyrocIastic　cones 　occurred 　during　the
　　　1983Miyake −jima　eruption ．
　割れ 目火 口 群を 15 に 区分 し，北 よ り P 〜Z，A 〜D
と命名 し た ．こ れ は そ の 中 で も特に W と Z 火 口 を と
りあげた 報告で あ る．
W 火 口 は 東方 500m に達する広い 根焼ぎ倒れ帯
を もち ，他の 火 口 と比 し，噴泉到達高度は 高い と考
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え られ る．に もか か わ らず，砕屑丘は 発達せ ず，平
坦 な火 口 底状 の もの しか 見 られな い ．ま た，北西縁
か ら西側の谷 へ 流下 した溶岩流は ， 赤色 ス コ リア ，
黒色火山弾な い しは ス パ ッ タ ー等が ， 半溶結 した 集
塊岩状を呈 し て い る．こ れ らの 事実は ，い っ た ん形
成 され た 砕屑 丘 が 二 次流動 を 起 こ し，流下 し た もの
と考え られ る．
　 Z 火 口 南方 120m 付近 〜300m 付近 に か け て は
表 面に 赤色 ス コ リア や そ の 半溶結 ブ P ッ ク を 最高
5m の 厚さで 載せ る 溶岩流が 分布す る ．平面的 に
は
“
す み 流 し状
”
の 形 の 分布で ，東縁 は ブ P ッ ク 型
（ARAMAK1 ，1956） の 斜面 とな る． こ れ は Z 砕屑丘
の 西半分が崩壊し ， そ の 後流出 した 溶岩流 に 載 せ ら
れ ，ベ ル ト コ ン ベ ア の よ うに 運搬 され た もの と考 え
られ る．ベ ル ト コ ン ベ ア の 溶岩 も，流下す る に 従 い
前後に 伸 び る 関係上，上 の赤色 ス コ リア ブ ロ ッ ク は
下 流 に 行 く に 従 い ，寸断 され，マ ウ ン ド列をな すと
こ ろ もあ る．こ の こ とは，Z 火 口 と溶岩流を は さん
で 対峙す る高台上 に ，Z 火 口起源と 見 られ る，山体
の 一部が 見い 出され る こ とか らも支持 され る，
　時期は ，風下側の 層序 の 検討 よ り，Z−3 層 と Z −4
層 の 間 も し くは ，Z −4 層堆積開始直後と 考え られ
る．こ の 崩壊期 の 前後 で 噴火様式 が ス ト ロ ン ボ リ式
か ら割れ 目型 に 変化 して い る こ とは，それ まで あ る
程度供給 され て い た 地下水が ， 断た れ た再び 水蒸気
の 発生 し ない 状況 に な っ た こ と を意味す る．
　7．1983 年三宅島噴火に おけ る 過剰な水を含んだ
　　 噴煙とそ の 堆積物
　　　　　　　日大 ・文理　宮地直道 ・遠藤邦彦
　　N ．Miyaji　 and 　 K ．　 Endo ： Water ・saturated
　　　clouds 　and 　their　deposits　found　in　the　1983
　　　Miyake ・jima　eruption ．
　三 宅島新澪地域に分布する ， マ グ マ ・水蒸気爆発
の 噴出物 で あ る S−3 層 の 岩相 ・分布を記載 し，そ の
成因を考察 した ．S−−3 層は 新澪火 口 群 の 南東か ら新
澪池の 東岸に か け て
‘t
す み流し状
”
に 分布し ， 細粒
物質 に 富む岩塊 ま じ りで 淘汰 の 悪 い massive 　facies
と成層構造が発達し淘汰の 良い stratified　faciesか
らな る．S−3 層は層厚 や粒径 の 値 の 変化傾向か ら新
澪火 口 群 A 火 口 の 南端部に 噴出源 の 存在 が 推定 され
る．Massive　faciesは 長径数 m 〜数 10　m の 島状地
形を作 り岩塊 の 密集 した 部分 と細粒物質 に 富む部分
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